「２月３０日などない」

　　　　　　　　　　　　　　　　　井上圭典

もう３０年も前の話である。ある関西の在日韓国人から、「帰化申請」か「年金申請」か忘れたが、誕生日を某年２月３０日と記入したら、役所の窓口の人が「２月に３０日はありません。何かの間違いでしょう」と言われたとの電話があった。親から教えられてきて間違いがないと言い張っても埒があかないという。私は、直感的に「旧暦」の２月を言っているのだと思った。しかし、それをただすためには新旧暦の対応表を参照しなければならない。その対応表を見たら某年の旧２月は大の月で３０日まであった。旧暦はどの月も２９日（小）か３０日（大）の２通りしかない。それは平均朔望月が29.530589日からきたものである。旧暦（太陰太陽暦）は朔から次の朔までの日数から月の大小が決まる。グレゴリオ暦では、月の日数は28,29,30,31日の４通りがあることは知られている。ただし２月は２８日（平年）、２９日（閏年）のいずれかで、３０日、３１日はない。先の役所の窓口の係員が「２月３０日などない」というのは、グレゴリオ暦で言うなら正しい応対であった。まして、旧暦は太政官布告で追放されたものであるから当然の態度である。旧暦追放の理由付けの一つに、暦にある注記（六曜をふくむ迷信）が民心を迷妄に導くおそれあり、文明開化に悖るものであるとしたのである。

　しかしながら、船の進水式を大安の日にしたいが、何月何日附近の大安の日はいつかと政府の高官が聞いてくる始末である。太政官布告など知ってか知らずか、３代目、４代目の高官でも六曜（先勝、友引、先負、仏滅、大安、赤口）に縛られているのである。市営の火葬場も友引の日は休みのようである。

